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中部方面総監初度視察受
中
部
方
面
混
成
団
（団
長

濵
﨑
哲
郎

一
佐
）及
び
大
津
駐
屯
地
所
在
部
隊
は
、

六
月
五
日
、
中
部
方
面
総
監

角
南
陸

将
の
初
度
視
察
を
受
け
た
。

角
南
総
監
は
、
状
況
報
告
・隊
内
巡
視

等
に
よ
り
、
団
及
び
大
津
駐
屯
地
の
現

状
を
把
握
さ
れ
た
。

訓
示
で
は
、
総
監
の
要
望
事
項
で
あ
る

「額
に
汗
す
る
強
い
方
面
隊
」た
れ
を
強

調
さ
れ
、
「よ
り
実
践
的
な
教
育
の
実

施
」と
「訓
練
管
理
の
創
意
工
夫
」に
よ
り
、

困
難
な
訓
練
環
境
を
克
服
し
つ
つ
、
汗
を

流
す
こ
と
を
厭
わ
ず
、
何
事
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
の
重
要
性
を

徹
底
さ
れ
た
。

角南総監と濵﨑団長

４７普連隊員による儀仗

隊内巡視

総監訓示 隊内巡視（陸曹基礎英語課程）

第
五
代

第
四
十
七
普
通
科
連
隊
長

谷

川

拓
美

一
佐

森
川
一
佐

離
任

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
四
日
付
で
、
第
四
十

七
普
通
科
連
隊
長
に
谷
川
一
佐
が
着
任
し
た
。

新
部
隊
長
紹
介

●
生
年
月
日

昭
和
三
十
年
十
一
月
二
日

●
出

身

地

鹿
児
島
県

●
主
要
勤
務
歴

防
大

二
十
三
期
（幹
候

七
十
九
期
）

防
大
訓
練
部

指
導
教
官

第
四
十
三
普
通
科
連
隊

第
一
中
隊
長

第
八
師
団
司
令
部

防
衛
班
長

富
士
学
校
普
通
科
部

第
一
戦
術
教
官

第
四
十
一
普
通
科
連
隊

第
三
科
長

西
部
方
面
総
監
部

防
衛
幹
部

西
部
方
面
普
通
科
連
隊

副
連
隊
長

富
士
学
校

総
務
課
長

西
部
方
面
総
監
部

援
護
業
務
課
長

●
趣
味

ド
ラ
イ
ブ
、
登
山
、
水
泳

●
特
技

柔
道
四
段

●
部
隊
長
要
望
事
項

「誇
り
を
持
て
」

「徹
底
」

森
川
建
司
一
佐
は
、
第
四
代

第
四
十
七
普
通
科
連
隊
長
と
し

て
の
二
年
三
ヶ
月
間
の
勤
務
を

終
え
、
平
成
二
十
一
年
三
月
二

十
四
日
付
で
善
通
寺
駐
屯
地
業

務
隊
長
と
し
て
栄
転
さ
れ
た
。

こ
の
間
、
多
様
な
役
割
と
厳
し

い
任
務
に
即
応
で
き
る
強
靱
な

部
隊
の
育
成
と
常
備
自
衛
官
の

識
能
の
向
上
を
必
成
目
標
に
掲

げ
、
精
強
な
部
隊
づ
く
り
に
尽

力
さ
れ
た
。

栄
え
あ
る

団
長
・司
令
感
謝
状
受
賞
者

中
部
方
面
混
成
団
長
・大
津
駐
屯
地
司
令
は
、
平
素
か
ら
我
が
国
の
防

衛
と
自
衛
隊
の
任
務
に
深
い
ご
理
解
を
寄
せ
ら
れ
、
永
年
に
わ
た
り
ご
功

績
の
あ
っ
た
七
名
の
方
々
に
対
し
、
創
立
記
念
日
に
合
わ
せ
、
感
謝
状
を

贈
呈
し
た
。

中部方面混成団長感謝状受賞者

大津駐屯地司令感謝状受賞者

中
部
方
面
混
成
団
友
の
会

会
員

北川 孝雄 様

中
部
方
面
混
成
団
友
の
会

会
員

岡本うらら 様

大
津
自
衛
隊
協
力
会

理
事

粂川 春生 様

滋
賀
県
防
衛
協
会
女
性
部

副
会
長

八木 益栄 様

第
四
十
七
普
通
科
連
隊

百
万
一
心
の
会

会
長

谷崎 續 様

第
一
一
〇
教
育
大
隊
教
友
会

会
員

橋本 修 様

松永 良雄 様

第
一
一
〇
教
育
大
隊
教
友
会

会
員
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第
四
十
七
普
通
科
連
隊

第

四

陸

曹

教

育

隊

「
誇
り
を
持
て
」「徹
底
」

「
俺
を
見
よ
！
俺
に
続
け
！
」

第
四
十
七
普
通
科
連
隊
は
、

四
月
十
日
～
十
二
日
の
間
、
各

出
頭
駐
屯
地
（海
田
市
、
善
通

寺
、
日
本
原
、
松
山
、
山
口
、
米

子
）に
お
い
て
平
成
二
十
一
年

度
訓
練
開
始
式
を
実
施
し
た
。

連
隊
長
は
、
訓
練
開
始
に
あ

た
り
、
要
望
事
項
と
し
て
「第
四

十
七
普
通
科
連
隊
の
隊
員
と
し

て
の
誇
り
を
持
て
」「戦
闘
能
力

の
向
上
」「健
康
管
理
・安
全
管

理
」を
述
べ
、
精
強
で
国
民
か
ら

頼
り
に
さ
れ
、
フ
ル
部
隊
に
勝

る
日
本
一
の
即
応
予
備
自
衛
官

連
隊
に
な
る
よ
う
訓
辞
し
た
。連隊長からの辞令書交付

新規採用者への武器授与連隊歌の合唱

基本教練行進訓練

第
四
十
七
普
通
科
連
隊
は
、

五
月
二
十
七
日
～
二
十
九
日
の

間
、
海
田
市
駐
屯
地
に
お
い
て
、

日
本
高
速
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
関

西
株
式
会
社
の
入
社
二
年
目
か

ら
四
年
目
の
社
員
三
十
名
を
対

象
と
し
た
生
活
体
験
支
援
を
実

施
し
た
。

担
任
官
を
本
部
管
理
中
隊
長

と
し
、
各
中
隊
か
ら
選
出
さ
れ

た
十
四
名
の
熱
心
か
つ
積
極
的

な
教
育
に
よ
り
、
三
日
間
と
い

う
短
い
時
間
の
中
で
も
非
常
に

中
味
の
濃
い
充
実
し
た
生
活
体

験
と
な
っ
た
。

参
加
し
た
社
員
た
ち
は
、
規

律
心
と
団
結
心
を
体
得
し
た
よ

う
で
あ
っ
た
。

今
回
の
生
活
体
験
支
援
に
よ

り
、
参
加
者
の
自
衛
隊
に
対
す

る
理
解
と
協
力
を
獲
得
し
、
防

衛
基
盤
の
拡
充
に
寄
与
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

◆
即
応
予
備
自
衛
官
訓
練
開
始
式

◆
生
活
体
験
支
援

◆
新
連
隊
長
着
任
式

濵﨑団長から紹介される谷川連隊長

第
四
十
七
普
通
科
連
隊
は
、

三
月
二
十
四
日
、
濵
﨑
団
長
立

会
の
も
と
、
第
五
代
連
隊
長

谷
川
拓
美
一
佐
の
着
任
式
を
挙

行
し
た
。

団
長
か
ら
の
紹
介
後
、
谷
川

一
佐
は
、
統
率
方
針
「精
強
第

四
十
七
普
通
科
連
隊
の
練
成
」、

要
望
事
項
「誇
り
を
持
て
」「徹

底
」に
つ
い
て
述
べ
、
着
任
の
挨

拶
と
し
た
。

引
き
続
き
実
施
さ
れ
た
観
閲

行
進
に
お
い
て
威
風
堂
々
と
行

進
す
る
各
中
隊
の
隊
員
の
敬
礼

を
受
け
、
着
任
式
を
終
了
し
た
。

◆
饗
庭
野
集
中
野
営

訓
練

陸曹上級課程学生の４０㎞行進初級陸曹特技課程学生による攻撃命令下達

第
一
五
九
期
陸
曹
上
級
課
程

の
学
生
一
二
九
名
は
、
四
月
十

日
か
ら
教
育
を
履
修
し
、
そ
の

総
仕
上
げ
と
し
て
六
月
六
日
か

ら
二
夜
三
日
に
わ
た
り
、
約
四

十
キ
ロ
の
徒
歩
行
進
に
引
き
続

く
陣
地
攻
撃
を
実
施
し
、
約

二
ヶ
月
間
の
教
育
を
良
好
な
成

果
で
締
め
く
く
っ
た
。

上
級
陸
曹
と
し
て
の
資
質
・知

識
等
を
体
得
し
た
学
生
た
ち
は
、

六
月
二
十
二
日
の
卒
業
式
後
に

原
隊
復
帰
と
な
り
、
各
部
隊
で

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

第
一
一
四
期
初
級
陸
曹
特
技

課
程
の
学
生
一
二
五
名
は
、
四

月
三
日
か
ら
教
育
を
履
修
し
、

そ
の
総
仕
上
げ
と
し
て
五
月
二

十
四
日
～
六
月
三
日
の
間
、
饗

庭
野
演
習
場
に
お
い
て
普
戦
協

同
訓
練
、
携
帯
対
戦
車
弾
射
撃
、

迫
撃
砲
射
撃
の
他
、
一
夜
二
日

に
わ
た
る
約
四
十
キ
ロ
徒
歩
行

進
に
続
く
陣
地
攻
撃
を
実
施
し

た
。一

月
か
ら
の
陸
曹
候
補
生
課

程
に
引
き
続
く
約
六
ヶ
月
間
の

教
育
を
締
め
く
く
る
良
好
な
成

果
を
修
め
た
。

普
通
科
職
種
に
お
け
る
初
級

陸
曹
と
し
て
の
知
識
・体
力
・技

術
を
体
得
し
た
学
生
た
ち
は
、

六
月
二
十
四
日
の
卒
業
式
後
に

原
隊
復
帰
と
な
り
、
各
部
隊
で

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

☆
第
一
五
九
期
陸
曹
上
級
課
程

第
四
陸
曹
教
育
隊
（隊
長

高
木
一
成

一
佐
）は
、
五
月

二
十
四
日
～
六
月
八
日
の
間
、
各
課
程
教
育
に
お
け
る
集

中
野
営
訓
練
を
饗
庭
野
演
習
場
で
実
施
し
た
。

☆
第
一
一
四
期
初
級
陸
曹
特
技
課
程
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第
一
〇
九
教
育
大
隊

第
一
一
〇
教
育
大
隊

第
一
一
〇
教
育
大
隊
は
、

四
月
二
十
六
日
に
大
隊
長

以
下
二
七
〇
名
が
第
十
四

旅
団
創
隊
三
周
年
・善
通
寺

駐
屯
地
創
立
五
十
九
周
年

記
念
行
事
に
参
加
し
た
。

一
般
陸
曹
候
補
生
も
溌

剌
と
し
た
真
姿
を
来
隊
者

に
披
露
し
た
。

第
一
一
〇
教
育
大
隊
（大
隊

長

松
本
幸
徳

二
佐
）は
、
四

月
九
日
～
六
月
二
十
九
日
の
間
、

善
通
寺
駐
屯
地
に
お
い
て
二
五

七
名
、
海
田
市
駐
屯
地
に
お
い

て
一
一
一
名
、
計
三
六
八
名
の

第
二
期
一
般
陸
曹
候
補
生
課

程
前
期
教
育
を
担
任
実
施
し
た
。

第
一
〇
九
教
育
大
隊
（大
隊

長

山
口
卓
二

二
佐
）は
、
四

月
十
日
～
六
月
二
十
八
日
の
間
、

大
津
駐
屯
地
に
お
い
て
第
二
期

一
般
陸
曹
候
補
生
課
程
前
期

（二
八
六
名
）、
新
隊
員
課
程
前

期
（女
子
一
〇
六
名
）を
、
豊
川

駐
屯
地
に
お
い
て
第
二
期
一
般

陸
曹
候
補
生
課
程
前
期
（一
八

四
名
）教
育
を
担
任
実
施
し
た
。

新
隊
員
た
ち
は
教
育
間
、
大

隊
長
が
述
べ
た
要
望
事
項
「一

に
挑
戦
・積
極
、
二
に
同
期
の
絆

を
大
切
に
せ
よ
。
」を
忠
実
に
実

施
し
、
基
本
と
な
る
知
識
と
技

術
を
修
得
し
た
。

新
隊
員
た
ち
は
、
部
隊
に
お
い

て
真
に
役
立
つ
隊
員
と
な
る
べ

く
、
各
種
教
育
訓
練
に
汗
を
流

し
た
。

六
月
三
十
日
以
降
に
部
隊
配

置
と
な
り
、
後
期
教
育
で
の
健

闘
が
期
待
さ
れ
る
。

◆
一
般
陸
曹
候
補
生
課
程
前
期

◆
記
念
行
事
参
加

六
月
三
十
日
以
降
に
部
隊
配

置
と
な
り
、
後
期
教
育
で
の
健

闘
が
期
待
さ
れ
る
。

◆
一
般
陸
曹
候
補
生
課
程
前
期

◆
新
隊
員
課
程
前
期
（女
子
）

２５㎞徒歩行進基本教練

防護マスク訓練

小銃射撃

歩哨訓練

整列する１１０教大の隊員一般陸曹候補生の観閲行進

小銃射撃

防護マスク訓練 ２５㎞徒歩行進

戦闘訓練 基本教練

体力検定 自衛隊体操
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中

部

方

面

混

成

団

友

の

会

第

一

一

〇

教

育

大

隊

を

激

励

！

第

三

師

団

長

感

謝

状

受

賞

大

津

市

と

の

相

互

協

力

会

議

滋
賀
県
議
会
議
員
の

部

隊

研

修

支

援

完

成

！

中

部

方

面

混

成

団

歌

記

者

勉

強

会

中
部
方
面
混
成
団
友
の
会
（会

長

山
下
照
夫
氏
）は
、
六
月
十

七
日
、
善
通
寺
駐
屯
地
に
所
在

す
る
第
一
一
〇
教
育
大
隊
を
激

励
訪
問
し
た
。

友
の
会
に
よ
る
激
励
行
事
は
、

毎
年
一
回
を
基
準
に
団
隷
下
部

隊
を
巡
回
す
る
形
で
実
施
し
て

お
り
、
今
回
で
二
十
二
回
目
と

な
る
。

参
加
し
た
会
長
以
下
四
名
の

会
員
は
、
大
隊
長
と
の
懇
談
、
新

隊
員
訓
練
の
見
学
、
大
隊
の
概

要
説
明
受
け
等
に
よ
り
、
第
一

一
〇
教
育
大
隊
の
真
姿
を
理
解

す
る
と
と
も
に
、
情
熱
を
持
っ
て

新
隊
員
教
育
に
取
り
組
む
基
幹

隊
員
の
姿
に
感
銘
を
受
け
て
い

た
。

松本大隊長から説明を受ける会員

会長から激励挨拶を受ける新隊員

団友の会 監事

田中 清司氏

四
月
十
三
日
、
中
部
方
面
音

楽
隊
の
協
力
を
得
て
、
待
望
の

「中
部
方
面
混
成
団
歌
」の
Ｃ
Ｄ

が
完
成
し
、
団
隷
下
各
部
隊
に

配
布
さ
れ
た
。

作
詞

江
頭
雅
彦

上
田
光
昭（四

十
七
普
連
）

作
曲

小
溝
孝
行

編
曲

神
田
文
雄

（中
部
方
面
音
楽
隊
）

一

桜
花
鮮
や
か
営
庭
に

大
志
を
抱
き
集
う
新
星
（
ほ
し
）

躍
動
活
躍
す
る
時
を

夢
見
し
送
る
錬
磨
の
日
々

己
の
道
を
切
り
開
け

中
部
方
面
混
成
団

二

部
隊
の
伝
統
受
け
継
い
で

更
に
研
か
ん
匠
の
技

そ
の
背
で
語
る
武
士
魂

苦
境
の
中
で
も
灯
り
を
と
も
す

我
に
続
け
平
和
の
た
め
に

中
部
方
面
混
成
団

三

久
遠
の
平
和
築
か
ん
と

企
業
戦
士
も
加
わ
り
し

い
ざ
鎌
倉
と
士
気
高
く

豊
富
な
経
験
活
か
し
前
へ

日
本
の
未
来
我
ら
守
る

中
部
方
面
混
成
団

中
部
方
面
混
成
団
歌

隊

員

投

稿

三
つ
目
は
、
「丁
寧
で
、
時
宜
に

合
う
仕
事
」

雑
で
、
時
宜
に
遅
れ
る
・合
わ

な
い
仕
事
は
、
い
い
仕
事
と
は
言

え
ま
せ
ん
。

最
後
は
、
「充
実
感
・達
成
感

を
感
じ
ら
れ
る
仕
事
」

そ
の
仕
事
を
や
る
過
程
で
、
や

り
が
い
・生
き
甲
斐
を
感
じ
、
や

り
遂
げ
た
後
に
充
実
感
・達
成

感
を
得
る
事
が
で
き
た
ら
、
そ

れ
は
本
人
に
と
っ
て
「い
い
仕
事
」

だ
と
思
い
ま
す
。

で
は
、
「い
い
仕
事
」を
す
る
に

は
、
ど
う
し
た
ら
良
い
の
で
し
ょ

う
か
？

ま
ず
、
本
人
が
自
分
の
地
位
・

役
割
を
よ
く
分
析
し
、
「自
分
は

何
を
す
る
の
か
？
ど
う
あ
る
べ

き
な
の
か
？
」を
、
し
っ
か
り
と

理
解
す
る
事
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
「い
い
仕
事
が
や
り
た

い
！
」と
い
う
気
概
を
持
つ
こ
と

が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

次
に
、
仕
事
を
支
え
る
人
間
関

係
を
良
く
す
る
こ
と
で
す
。
人

間
関
係
が
悪
い
と
そ
の
方
に
気

が
入
っ
て
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
り
、

と
て
も
「
い
い
仕
事
」が
で
き
る

環
境
に
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。ま

た
、
仕
事
を
さ
せ
る
側
は
、

「い
い
仕
事
」を
し
た
者
に
対
し

て
、
し
っ
か
り
褒
め
て
や
る
こ
と

で
す
。
「よ
く
や
っ
た
！
」と
上
司

か
ら
褒
め
ら
れ
れ
ば
嬉
し
い
も

の
で
、
「よ
し
、
次
も
頑
張
ろ

う
！
」と
い
う
気
持
ち
に
な
る
も

の
で
す
。

「い
い
仕
事
」と
い
う
も
の
は
、

な
か
な
か
で
き
る
も
の
で
は
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
自
分
の
仕
事
に
対
し

て
、
「
い
い
仕
事
を
し
よ
う
。
」
「い

い
仕
事
が
や
り
た
い
。
」
と
い
う

気
概
を
持
ち
、
頑
張
っ
て
取
り

組
ん
で
い
く
姿
勢
や
過
程
が
、

実
は
大
事
な
の
だ
と
思
い
ま
す.

部
隊
が
向
上
す
る
た
め
に
、
自

分
の
生
き
甲
斐
や
充
実
感
を
感

じ
る
た
め
に
、
「
い
い
仕
事
」が
で

き
る
よ
う
頑
張
っ
て
行
き
ま

し
ょ
う
！

「い
い
仕
事
を
し
よ
う
。
」と
よ
く

言
わ
れ
ま
す
。

で
は
、
「い
い
仕
事
」と
は
、
ど

ん
な
仕
事
な
の
で
し
ょ
う
か
？

私
な
り
に
考
え
る
と
四
つ
ほ
ど

思
い
浮
か
び
ま
す
。

一
つ
は
、
「指
揮
官
・上
司
の
意

図
を
体
す
る
仕
事
」

い
く
ら
頑
張
っ
て
仕
事
を
し
て

も
、
そ
れ
が
指
揮
官
・上
司
の
意

図
を
体
し
て
い
な
け
れ
ば
、
い
い

仕
事
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

二
つ
目
は
、
「組
織
に
役
立
つ
・

部
隊
の
た
め
に
な
る
仕
事
」

現
場
を
見
な
い
机
上
の
空
論

で
は
、
い
い
仕
事
と
は
言
え
ま
せ

ん
。

団本部広報室

准尉 池田浩昭

中
部
方
面
混
成
団
友
の
会

監
事

田
中
清
司
氏
は
、
五
月

十
七
日
、
千
僧
駐
屯
地
で
開
催

さ
れ
た
第
三
師
団
創
立
四
十
八

周
年
記
念
行
事
に
お
い
て
、
永

年
に
わ
た
る
自
衛
隊
へ
の
功
績

に
よ
り
、
師
団
長
か
ら
感
謝
状

を
贈
呈
さ
れ
た
。

田
中
氏
は
、
株
式
会
社
「田
中

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
」の
代
表
取

締
役
で
あ
り
、
平
成
十
三
年
に

団
友
の
会
に
入
会
、
十
五
年
に

は
監
事
に
就
任
さ
れ
、
友
の
会

活
動
に
積
極
的
に
尽
力
さ
れ
て

い
る
。

人命救助システムの説明を受ける議員

テレビ取材を受ける女性新隊員

大
津
駐
屯
地
は
、
滋
賀
県
庁

の
依
頼
を
受
け
、
六
月
八
日
、

滋
賀
県
議
会
議
員
の
部
隊
研
修

を
支
援
し
た
。

参
加
し
た
十
四
名
の
議
員
等

に
対
し
、
駐
屯
地
の
概
要
説
明
、

新
隊
員
戦
闘
訓
練
の
見
学
、
人

命
救
助
シ
ス
テ
ム
の
説
明
、
及

び
体
験
喫
食
等
を
実
施
し
、
自

衛
隊
に
対
す
る
理
解
と
防
衛
基

盤
の
拡
充
を
図
っ
た
。

会議風景

大
津
駐
屯
地
は
、
六
月
十
一

日
、
大
津
市
内
に
所
在
す
る
報

道
機
関
に
対
し
、
広
報
活
動
の

一
環
と
し
て
記
者
勉
強
会
を
実

施
し
た
。

参
加
し
た
四
社
の
記
者
た
ち

は
、
女
性
新
隊
員
の
勇
猛
果
敢

な
戦
闘
訓
練
の
様
相
に
、
終
始

圧
倒
さ
れ
て
い
た
。

取
材
さ
れ
た
戦
闘
訓
練
の
模

様
は
、
当
日
夕
に
び
わ
湖
放
送

の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
で
放
映
さ
れ
た
。

大
津
駐
屯
地
（司
令

濵
﨑
哲

郎

一
佐
）は
、
四
月
十
四
日
、

大
津
市
役
所
で
実
施
さ
れ
た
相

互
協
力
会
議
に
参
加
し
た
。

こ
の
会
議
は
、
毎
年
一
回
、
相

互
の
連
携
を
強
化
す
る
目
的
で

実
施
さ
れ
て
お
り
、

駐
屯
地

側
か
ら
は
所
在
部
隊
の
各
担
当

者
が
参
加
し
、
中
越
地
震
で
の

災
害
派
遣
活
動
等
の
紹
介
に
よ

り
、
地
震
災
害
発
生
時
に
お
け

る
協
力
体
制
の
一
層
の
充
実
を

図
っ
た
。

訓練の説明を受ける記者


